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                        ２０１４年（平成２６年）１１月 

 

  異国で生きる （第二のふるさと藤里町） 

 

 わたしは 韓国の光州から  藤里町に来ました。藤里町に着いたのは 

冬の夜中でしたが、真っ暗で 自分が どんな所に来たのか とても心配

でした。 

 でも、つぎの日の朝 外を見て びっくりしました。韓国でも 雪は見

たことがありますが、藤里町の雪は  ほんとうに まっしろで  とても 

きれいでした。 

 

 藤里町の人は とても やさしいです。私は 韓国では 農業をしたこ

とが ありませんから 町の人に なんでも 教えてもらいました。主人

の お母さんは，包丁 ナべ まな板など、いろいろなものを 教えてく

れました。 

 

 あるとき、近所のふうふが 大ゲンカをしました。「ばかやろう、ばか

やろう」と 言うので、お母さんに「ばかやろう」は どういう意味です

かと 聞きました。いやな事や きらいなものに 言う言葉だと 教えて

くれたので、ねこが いたずらすると「ばかやろう」いぬが ほえると「ば

かやろう」 気分が悪いと「ばかやろう」と 大きな声で 言いました。 

 

 お母さんは 町の人たちに お願いしたそうです。どうか あんまり大

きな声で「ばかやろう」と いわないで下さい。幸子が まねをしますか

らと 言ってくれたそうです。 

  

 日本語なんか 勉強しなくても だいじょうぶ 問題ないと 思ってい

ましたが、問題がおきました。 

 家には 農協や 役場から来た 手紙が たくさん ありました。 わ

たしは 部屋をきれいに掃除しました。 

 ３月に 税金申告が ありました。主人は農協をまわり、お母さんは役

場へ行って申告は終わりました。 

 

 その夜、 主人は マッチと手紙を もってきて これを もやさない

でねと 言いました。ひとことも おこりませんでした。わたしの目から 

なみだが ぼろぼろ でました。 

 ２００２年、藤里町に 日本語教室が できたとき とても 嬉しかっ

たです。 

 

 みんなと なかよく話せるように なったころ、町の人たちと 韓国へ 

旅行に行きました。つうやくの人は 藤里町の方言が わかりませんから 

わたしが 標準語になおして つうやくをしました。 

 日本語を勉強して ほんとうに よかったと思いました 

 

 主人も 町の人も 応援してくれ ２００７年に 日本人として 帰化

することが できました。今は 選挙権がありますから 選挙には かな

らず 
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行きます。 

 日本語能力試験の３級にも チャレンジしました。合格の通知が きた

とき、しんじられ ませんでした。藤里町のみんなが おどろき、よろこ

んでくれました 

 

 ことしの４月、主人のお母さんが ９５歳でなくなり、生まれて始めて 

もしゅのつまを 経験しました 

 日本で生活すれば わからないことが たくさん あります。 でも、

がんばれば いろいろな人が助けてくれます。 

 それは 日本語を勉強したからです。 

 

 お母さんの介護で たいへんだった とき、「お母さんは、もうながく

ない。 やさしく しなさい。介護は あなたが こうかいしないために 

するもの」と、おしえてくれた 日本語の先生の ことばが いまになっ

て わかります。          

 

  お母さんがいなくなり  チョッピリさびしいので  大きくのばした 

お母さんの写真を おいて もらいました。 

 ｢ただいま」と言うと、「お帰り」と答えてくれる ような 気がします。 

 

  これからは、わたしが町の人たちに おんがえしをするばん です。 

  

 第二のふるさと藤里町で 主人と仲良く がんばりたいと 思います。 

 もちろん、日本語の勉強も 続けるつもりです。  

  

 ありがとう ございました。 


